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 関西国際空港内での事業所において、従業員の「麻しん（はしか）」（以下 麻しん）への感染が発生

している事例について、本日 14 時に大阪府から発表されました。 

今日時点で、33 名の空港内従業員が陽性であると発表されております。関西エアポート対策本部調

べでは、33 名全員が回復しております。 

 

大阪府の発表によると、「今回の集団感染について、９月８日の第７報以降、新たに判明した関西空港

内の事業所における陽性者数が０のため、本日の報道提供をもって、毎日の報道提供は一旦中断し、明

日以降は大阪府の関連ホームページで随時、情報提供します。ただし、特に提供すべき内容があればそ

の都度、報道提供する予定です。」とされております。 

 

○関連ホームページ 

http://www.pref.osaka.lg.jp/iryo/osakakansensho/hasika.html 

 

関西エアポート株式会社は、この感染の拡大を最小限にとどめるために、大阪府をはじめ関係行政機

関と連携し、情報を公開して参ります。 

 

8 月 26 日以降に関西国際空港をご利用されたお客様で、麻しんの疑いがある場合は、早めに医療機

関を受診してください。その際には、事前に医療機関に電話し、麻しんの疑いがあることを伝え、指示

に従ってください。また、相談は最寄の保健所にご連絡ください。 

 

 

麻しんに関する詳しい情報は、厚生労働省のホームページをご参照ください。

http://www.mhlw.go.jp/qa/kenkou/hashika/index.html  

 

【麻しんの症状】 

 発熱、咳・鼻汁、皮膚の発疹、結膜の充血、口の中の斑など 

 全ての症状が出現するとは限りません。 

 発熱は、一旦下がっても半日から 1 日後くらいに再び高熱が出ます。 

 

 

 

 

 

 

                                                 

【本プレスリリースに関するお問い合わせ先】 

関西エアポート株式会社 

コーポレートコミュニケーション部 広報グループ 

Tel：072-455-2201  

空港内従業員の「麻しん（はしか）」感染について 




